
関
連
資
料

都
市
科
学
研
究
室

　
高
齢
者
の
デ
ー
タ
を
、
横
浜
市
に
つ
い
て
、
日

本
や
外
国
と
も
比
較
し
な
が
ら
見
て
み
た
い
。

①
―
人
口

　
本
市
の
六
五
歳
以
上
の
人
口
を
各
区
毎
に
出

図―1　65歳以上人口数（54年１月１日現在）

し
、
多
い
順
に
並
べ
て
み
る
と
図
―
１
の
よ
う

に
な
る
。
全
体
の
人
口
が
多
い
戸
塚
が
ト
ッ
プ
フ

に
き
て
い
る
が
、
高
齢
者
（
六
五
歳
以
上
）
の

人
口
中
に
占
め
る
割
合
で
比
較
す
る
と
、
西
、

中
、
南
の
順
と
な
り
旧
市
街
が
高
い
（
図
―

総務局統計資料から作成

図―２　人口中に占める65歳以上の割合（54年１月１日）

総務局統計資料から作成
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―
２
）
。
低
い
の
は
戸
塚
、
緑
、
港
川
、
旭
と
い

う
周
辺
区
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
割
合
を
性
別
で
み
る
と
全
区
と
も

女
性
の
割
合
が
高
い
。
全
市
平
均
で
は
「
男
」

五
・
〇
％
、
「
女
」
六
・
七
％
で
あ
る
。

　
曰
本
の
総
人
口
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
推
計

一
億
一
千
七
百
万
人
が
年
率
〇
・
七
一
％
で
漸

増
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

六
五
歳
以
上
の
商
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
、
昭

和
五
十
年
の
七
・
九
％
か
ら
昭
和
八
十
年
に
は

一
五
・
五
％
へ
と
急
激
に
増
加
す
る
と
見
積
ら

れ
て
い
る
（
図
―
３
）
。
こ
の
日
本
の
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
他
国
に
較
べ
非
常
な
速
さ
で
あ

る
が
（
表
Ｉ
Ｉ
）
、
本
市
は
さ
ら
に
よ
り
一
層
の

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
五
十
五
年
現
在
の

高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
六
・
四
％
と
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
昭
和
八
十
年
に
は
一

六
・
六
％
と
全
国
平
均
一
五
・
五
％
を
上
回
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
他
国
に
較
べ
て

急
激
に
高
齢
化
し
、
横
浜
市
は
更
に
そ
れ
を
上

回
る
速
さ
で
高
齢
化
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

②
―
世
帯
と
同
居
の
問
題

　
日
本
の
一
世
帯
あ
た
り
人
員
は
、
国
勢
調
査

の
結
果
を
み
る
と
昭
和
三
十
五
年
以
降
急
激
に

減
少
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
前
は
五
人
前
後

で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
、

四
・
五
四
人
。
四
十
五
年
に
は
三
・
六
九
人
、
五

十
年
に
は
三
・
四
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

理
由
は
、
平
均
出
生
児
数
の
減
少
と
い
う
こ
と

と
、
核
家
族
化
傾
向
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　
　
「
単
独
世
帯
」
「
核
家
族
世
帯
」
「
三
世
代

世
帯
」
の
割
合
を
経
年
的
に
み
る
と
図
１
４
と

な
る
。
特
に
「
高
齢
者
世
帯
」
は
、
急
激
に
ふ

え
て
い
る
。

　
同
居
の
希
望
に
つ
い
て
み
る
と
（
図
―
５
）
、

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
同
居
希
望
が
高
く
で
る

が
、
経
年
的
に
は
お
ち
て
い
る
。
但
し
、
都
市

で
は
か
な
り
低
く
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
が
昭

和
四
十
九
年
に
行
っ
た
「
都
市
中
高
年
層
調

表－1　人口高齢化速度の国際比較

厚生省人口問題研究所『日本将来推計人口（昭和51年11

月）』

(％)表－２　子供との同居について

査
」
で
は
、
既
婚
の
子
供
と
の
同
居
希
望
は
、

六
五
歳
以
上
の
男
性
で
四
割
、
女
性
で
五
割
に

す
ぎ
な
い
。
都
市
科
学
研
究
室
が
昨
年
行
っ
た

　
『
横
浜
市
民
の
生
活
意
識
の
方
向
に
関
す
る
調

査
』
で
は
、
表
－
２
と
な
り
、
全
年
代
平
均
し

て
同
居
希
望
は
三
割
弱
に
す
ぎ
な
い
。

　
同
居
の
条
件
に
は
、
住
居
の
広
さ
が
か
な
り

の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

辺
を
は
っ
き
り
示
す
デ
ー
タ
が
あ
ま
り
み
つ
か

ら
ず
、
国
民
生
活
白
書
か
ら
ぬ
き
だ
し
て
一
部

の
せ
て
み
た
（
図
―
６
）
。
住
居
が
広
く
な
る

と
同
居
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
す
こ
し
は
わ
か
る
。

都市科学研究室　『横浜市民の生活意識の方向に関する調

査』　昭和54年10月

48調査季報68―80 .12

図一3　65歳以上人口割合の経年変化

民生局作成資料に一部加工



図―5　老後における同居希望 図―４　世帯種類別割合

『国民生活白書（54年版）』から

図一７　ひとり暮らし老人と

　　　　ねたきりの区別数

図一６　住宅の広さと同居への評価（評価している割合）
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表－３　老人（65歳以上）の家族構成割合表－5　ねたきり老人の将来推計

(単位：千世帯)世帯構造の変化表－４『厚生行政基礎調査（昭和53年）』から

③
―
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
・
ね
た

　
　
き
り
老
人

　
高
齢
者
の
う
ち
、
特
に
「
ひ
と

り
暮
し
老
人
」
と
「
ね
た
き
り
老

人
」
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
図

―
７
は
各
区
別
の
も
の
で
あ
り
、

　
「
ひ
と
り
暮
し
老
人
」
は
、
横
浜

市
慰
問
金
名
簿
か
ら
、
「
ね
た
き

り
老
人
」
は
、
神
奈
川
県
の
見
舞

金
名
簿
か
ら
の
数
で
あ
る
（
但
し

　
「
ひ
と
り
暮
し
老
人
」
の
数
は
必

ず
し
も
全
数
を
把
握
し
て
い
る
と

は
い
い
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
昭

和
五
十
年
の
国
勢
調
査
に
基
い
て

　
「
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
」
を
推
計

す
る
と
、
八
、
五
四
〇
人
い
る
こ

と
に
な
り
、
図
の
数
値
の
約
二
倍

と
な
る
）
。

　
ね
た
き
り
老
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ほ
か
に
衛
生
局
で
行
っ
て
い

る
訪
問
看
護
事
業
で
把
握
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
数
値
は
昭

和
五
十
四
年
度
で
は
三
、
三
一
九

人
と
な
っ
て
い
る
（
図
―
７
の
下
に
参
考
と
し

て
の
せ
て
あ
る
）
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
は
国
勢
調
査
か
ら
み
て
い
く

と
急
激
に
ふ
え
て
お
り
（
表
―
３
）
、
今
後
の
世

帯
構
造
の
変
化
を
推
計
し
て
も
、
ふ
え
つ
づ
け

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
表
―
４
）
。

　
ね
た
き
り
老
人
の
将
来
推
計
を
み
る
と
、
目

本
全
国
で
は
表
－
５
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
。
六
五
歳
以
上
の
人
口
で
の
発
生
率
で
み
る

と
、
昭
和
五
十
三
年
で
約
三
・
八
％
（
三
七
万

人
）
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
単
純
に

適
用
す
る
と
、
本
市
の
昭
和
八
十
年
に
お
け
る

ね
た
き
り
老
人
の
数
は
、
約
二
万
人
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
六
五
歳
以
上
推
計
人
口
五
二
万
八

千
）
。
ち
な
み
に
、
ね
た
き
り
老
人
の
発
生
率

は
、
日
本
が
前
に
の
べ
た
と
お
り
約
三
・
八
％
。

米
国
は
約
一
％
、
英
国
が
約
二
％
と
み
つ
も
ら

れ
て
お
り
、
日
本
人
の
ね
た
き
り
老
人
発
生
率

が
か
な
り
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
―
ね
た
き
り
老
人
の
実
態
調
査

　
民
生
局
が
昭
和
五
十
三
年
度
に
実
施
し
た

　
［
ね
た
き
り
老
人
世
帯
実
態
調
査
］
か
ら
い
く

つ
か
引
用
し
て
実
態
を
見
て
み
た
い
（
図
－
８

か
ら
図
1
1
6
ま
で
「
ね
た
き
り
老
人
世
帯
実
態

調
査
」
よ
り
引
用
）
。

　
ま
ず
、
家
族
構
成
数
を
み
る
と
、
平
均
四
・
三

人
で
あ
り
、
全
世
帯
の
平
均
三
・
三
人
よ
り
高

い
。
し
か
し
「
老
人
単
独
」
「
老
人
夫
婦
の
み
」

も
あ
わ
せ
て
一
七
・
四
％
あ
る
（
図
１
８
）
。
ひ
と

り
暮
ら
し
で
ね
た
き
り
の
人
は
三
五
人
い
る
。

　
生
計
中
心
者
を
み
る
と
「
息
子
」
「
息
子
の

夫
」
の
二
つ
で
、
六
六
・
四
％
を
占
め
る
が
、

　
「
ね
た
き
り
老
人
」
自
身
と
「
配
偶
者
」
の
収

入
（
年
金
等
）
が
主
た
る
生
計
と
な
っ
て
い
る

の
も
一
九
％
あ
る
（
図
１
９
）
。

　
ね
た
き
り
老
人
専
用
室
の
有
無
は
「
有
る
」

が
七
七
％
、
「
老
夫
婦
で
一
室
」
一
〇
％
と
あ

わ
せ
る
と
八
七
％
が
専
用
居
室
を
も
っ
て
い
る

　
（
図
―
1
0
）
。
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
み
る
と

住
居
に
つ
い
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ

　
ね
た
き
り
に
な
っ
て
い
る
期
間
を
み
る
と
、

図
―
1
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
五
年
以
上
が
最
も

高
い
。

　
ね
た
き
り
老
人
の
健
康
状
態
で
み
る
と
、
室

内
で
の
歩
行
は
図
―
1
2
の
よ
う
に
な
る
（
自
分

で
で
き
る
と
い
う
の
は
、
杖
使
用
、
つ
か
ま
り

歩
き
等
も
含
め
て
い
る
）
。

　
介
護
に
つ
い
て
み
る
と
、
主
な
介
護
者
は

図
―
1
3
の
よ
う
に
「
息
子
の
妻
」
が
三
五
・
九

％
と
最
も
高
い
。
介
護
者
の
性
別
で
は
「
女

性
」
が
八
九
・
三
％
と
な
り
、
圧
倒
的
で
あ
る

　
（
図
―
1
4
）
。

　
介
護
を
す
る
上
で
、
何
が
大
変
か
を
み
る
と

　
「
入
浴
（
清
拭
）
」
、
「
排
泄
の
世
話
」
、
「
衣
類

の
着
替
え
」
等
の
体
位
交
換
が
大
変
な
こ
と
が

わ
か
る
（
図
―
1
5
）
。

　
一
ヵ
月
に
か
か
る
介
護
費
用
を
み
る
と
、
図

―
1
6
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
内
容
で
は
「
薬

品
・
衛
生
用
具
代
」
や
、
「
栄
養
食
品
代
」
、
「
冷

暖
房
費
」
、
「
オ
ム
ッ
代
」
等
が
中
心
で
あ
る
。

　
最
後
に
介
護
者
の
立
場
か
ら
、
ね
た
き
り
老

人
福
祉
対
策
へ
の
要
望
を
み
て
み
た
い
（
図
1

1
7
）
。
「
年
金
の
増
額
」
、
「
老
人
専
門
の
医
療
機

関
の
増
設
」
、
「
訪
問
看
護
制
度
の
充
実
」
が
望

ま
れ
て
い
る
。
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図一10　ねたきり老人専用室

図一12　室内での歩行

図一17　老人福祉対策に対する要望

51

図一９　生計中心者 図一８　同居人数

図一11　ねたきりになっている期間

図一13 主な介護者
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図―14　介護者の性別図―15　介護上大変なこと図―16　1ヵ月間の介護費用

⑤
―
施
設
（
老
人
ホ
ー
ム
）

　
現
在
横
浜
市
内
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
は
表
－

６
の
と
お
り
で
あ
り
、
年
々
ふ
え
て
き
て
は
い

る
も
の
の
収
容
可
能
人
員
は
、
一
、
四
七
五
人

と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
こ
の
他
、
病
院

に
も
入
っ
て
い
る
人
が
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
実
数
は
わ
か
ら
な
い
）
。

　
全
国
で
み
る
と
表
１
７
の
状
態
で
あ
り
、
昭

和
四
十
年
か
ら
み
て
か
な
り
増
加
し
た
と
雌
い

え
、
要
求
水
準
か
ら
は
程
遠
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

(『民生事業年報』から)表－o　市内老人ホーム数

50年度5　740 733

51　　5　740 702

52　　5　700 662

53　　5　700 669

54　　6　755 700

表－７　老人福祉施設等の整備状況

⑥
―
自
殺
率

　
実
態
を
み
る
、
と
い
う
視
点
か
ら
自
殺
を
と

り
あ
げ
て
み
た
い
。
自
殺
の
理
由
は
別
と
し
て

自
殺
の
数
値
だ
げ
で
み
て
い
く
と
、
ま
ず
年
齢

に
よ
り
自
殺
率
は
大
き
く
か
わ
っ
て
い
る
。
高

齢
者
ほ
ど
高
く
な
っ
て
お
り
、
全
年
代
の
平
均

を
大
き
く
上
回
る
（
図
―
1
8
）
。
横
浜
市
の
も

の
を
衛
生
年
報
か
ら
算
出
す
る
と
表
―
８
の
よ

う
に
な
る
。
外
国
と
め
比
較
で
は
表
―
９
と
な

り
、
全
年
代
で
は
そ
れ
程
の
高
さ
と
は
い
え
な

い
が
、
高
齢
者
に
つ
い
て
み
る
と
際
だ
っ
て
た

か
い
こ
と
が
わ
か
る
（
表
―
９
、
図
―
1
9
）
。

　
そ
の
他
、
自
殺
を
性
別
で
み
る
と
、
全
年
齢

と
も
「
男
」
の
方
が
高
い
。
ち
な
み
に
五
三

年
度
で
は
、
全
国
で
み
て
「
男
」
二
二
・
〇
。

「
女
」
一
三
・
四
（
人
口
一
○
万
対
）
と
な
っ

図一18　年齢別にみた自殺率（全国）

て
い
る
（
表
－
1
0
）
。

表－８

横浜市の自殺
表－n　年齢階級別主な国の老人の自殺率(人口10万対)

表-10全国の男女別
　　　自殺率
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上段：実数
下段：人口

　　10万対

―



⑦
―
経
費

　
最
後
に
行
政
が
行
な
っ
て
い
る
施
策
に
か
か

お
る
経
費
を
み
て
み
た
い
。

（
ア
）
老
人
医
療
費

　
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
老
人

医
療
費
の
無
料
化
は
、
本
市
が
昭
和
四
十
六
牟

十
二
月
か
ら
、
国
で
は
昭
和
四
十
八
年
［
月
か

%）(単位・億円，表－11　国民医療費と老人医療費の推移

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
総
医
療
費
と

老
人
医
療
費
の
の
び
率
と
を
表
－
1
1
に
の
せ
て

み
た
。

表－13　1人あたり公費支出額

　
一
人
あ
た
り
の
受
療
率
も
の
び
て
お
り
、
昭

和
三
十
五
年
に
は
、
受
療
者
比
率
が
人
口
老
齢

化
率
を
上
回
り
、
以
後
そ
の
差
は
ひ
ら
く
一
方

と
な
っ
て
い
る
（
図
1
2
0
）
。

　
と
く
に
国
民
健
康
保
険
は
高
齢
者

加
入
の
率
が
他
に
較
べ
て
高
く
（
被

図一21　横浜市老人の福祉国保予算φ推移
図―20∧老齢受療者比率と人口老齢化率

用
者
保
険
の
三
・
一
％
に
対
し
、
国
民
健
虞
保
険

で
は
七
・
四
％
　
五
一
年
度
）
（
表
－
1
2
）
、
国

保
会
計
圧
迫
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

(
イ
）
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
に
対
す
る
経
費
と
、
在

　
宅
ね
た
き
り
老
人
に
対
す
る
経
費

　
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
人
に
対
し
、

公
費
が
ど
の
く
ら
い
支
出
さ

れ
て
い
る
か
を
み
る
と
表
1

1
3
の
上
段
と
な
る
（
民
生
局

算
出
）
。
他
方
、
在
宅
の
ね

た
き
り
老
人
に
対
七
民
生

局
、
衛
生
局
の
予
算
や
県
の

行
っ
て
い
る
見
舞
金
等
を
算

出
し
、
五
十
四
年
度
ね
た
き

り
老
人
の
数
三
、
二
一
○
人

で
わ
り
か
え
す
と
表
―
1
3
の

下
段
と
な
る
（
こ
の
数
値
は

か
な
り
大
雑
把
な
も
の
で
あ

り
、
一
応
の
目
安
に
す
ぎ
な

い
）
。
統
計
の
粗
さ
を
考
え
て

も
や
は
り
極
端
す
ぎ
る
差
と

思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
い
ご
に
で
本
市
の
老
人

福
祉
関
連
予
算
の
数
値
を
経

年
的
に
の
せ
て
お
く
（
図
－

2
1
）
。

　
　
　
　
　
〈
文
責
　
富
永
〉

表－12　国民健康保険の老人医療費

図―19年齢による自殺率の推移の
　　　　　　　　　　　　　　　タイプ
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